
血液（VA）分析以外の取り組み・給与粗飼料へのこだわり

肥育前期には粗飼料を十分に食べさせることが重要である。価格が高くてもその時期最もグレードのよい粗飼料（チモシー）を購入し給与する。さら
に農場で初めて使用する粗飼料は自らβ-カロテンを分析する
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DATA事業規模
所 在 地：東海地方
飼養頭数：黒毛和種650頭
（飼養頭数割合：去勢60％、雌40％）
従業員数：6人

全
国
各
地
の
市
場
か
ら
導
入
へ
の
対
応

家
畜
市
場
に
上
場
さ
れ
て
い
る
子
牛

は
、
血
統
や
性
別
が
同
じ
で
も
繁
殖
農
家

の
飼
養
管
理
や
給
与
飼
料
な
ど
に
よ
り
体

型
や
発
育
が
異
な
る
。
素
牛
を
購
買
す
る

際
、
牛
の
体
型
以
外
に
も
そ
の
牛
が
保
有

し
て
い
る
血
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ（
以
下

Ｖ
Ａ
）含
量
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
の
農
場
で
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
素
牛
を
導
入
し

て
い
る
。
一
つ
の
市
場
に
絞
っ
て
し
ま
う

と
、
血
統
が
偏
り
、
素
牛
価
格
変
動
の
影

響
を
受
け
や
す
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
導

入
先
に
よ
り
Ｖ
Ａ
濃
度
が
異
な
る
た
め
、

導
入
後
同
じ
飼
養
管
理（
Ｖ
Ａ
の
投
与
量
、

粗
飼
料
の
給
与
期
間
な
ど
）
を
し
て
も
Ｖ

Ａ
低
下
度
合
い
が
違
う
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。そ
こ
で
、導
入
直
後（
約
10
ヵ
月
齢
）

と
肥
育
中
期（
18
〜
19
ヵ
月
齢
）
に
血
液

検
査
を
行
い
、
導
入
先
ご
と
に
Ｖ
Ａ
濃
度

の
低
下
度
合
い
を
確
認
し
た
。

導
入
時
に
Ｖ
Ａ
濃
度
が
高
い
地
域
の

牛
に
は
Ｖ
Ａ
を
補
給
し
な
か
っ
た
り
、
低

い
地
域
に
は
チ
モ
シ
ー
の
給
与
期
間
を
長

く
し
た
り
す
る
な
ど
、
各
地
域
の
特
徴
を

把
握
し
、
適
切
な
Ｖ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
た
。
最
近
で
は
、
去
勢
に
比
べ
素

牛
価
格
が
安
い
雌
の
導
入
が
増
え
た
た
め

新
た
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

適
切
な
Ｖ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
認

黒
毛
和
種
肥
育
で
は
、
18
〜
20
ヵ
月
齢

で
適
度
に
Ｖ
Ａ
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
サ

シ
が
向
上
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
図

１
）。
こ
の
農
場
で
は
、
18
〜
19
ヵ
月
齢

の
血
液
分
析
結
果（
目
安
は
、
こ
の
時
期

に
Ｖ
Ａ
濃
度
を
30
〜
40
Ｉ
Ｕ
／
ｄ
ｌ
に
す

る
）
と
枝
肉
成
績
結
果
を
比
較
し
、
飼
養

管
理
・
給
与
体
系
が
適
し
て
い
た
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
。
そ
の
結
果
を
次
の
導
入

す
る
牛
に
活
か
す
。
特
に
成
績
が
思
わ
し

く
な
か
っ
た
2
等
級
、
３
等
級
の
牛
は
ど

の
よ
う
な
飼
い
方
を
し
た
の
か
を
検
証

し
、
そ
の
産
地
、
血
統
に
適
し
た
飼
養
管

理
体
系
に
改
善
を
す
る
。

農
場
全
体
の
枝
肉
成
績
が
向
上

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
成
績

は
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
。
平
成
21
年
1

〜
3
月
期
に
比
べ
、
平
成
21
年
4
〜
10
月

期
は
、
雌
の
枝
肉
重
量
が
増
加
。
去
勢
、

雌
と
も
に
バ
ラ
の
厚
さ
、ロ
ー
ス
芯
面
積
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
は
増
加
し
て
い
る
（
図
２
）。

今
後
も
継
続
し
て
、
導
入
し
た
素
牛
の
情

報
と
血
液
デ
ー
タ
・
枝
肉
成
績
と
照
ら
し

合
わ
せ
、
な
ぜ
よ
か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ

た
の
か
を
分
析
し
、
さ
ら
に
農
場
に
適
し

た
素
牛
の
導
入
に
活
か
し
て
い
く
。
こ
れ

ま
で
は
枝
肉
重
量
を
大
き
く
す
る
こ
と
だ

け
を
求
め
て
き
た
が
、
今
後
は
購
買
者
が

売
り
や
す
い
枝
肉
の
大
き
さ
、
肉
質
を
つ

く
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

肉
牛
肥
育
は
、
素
牛
の
導
入
か
ら
出
荷
ま
で
１
〜
２
年
か
か
る
。
肥
育
成
績
に
は

血
統
、
飼
養
管
理
、
給
与
飼
料
、
導
入
す
る
素
牛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響

す
る
。
成
績
改
善
に
は
、
経
験
だ
け
で
な
く
デ
ー
タ
（
血
液
検
査
、
枝
肉
成
績
）

を
基
に
分
析
し
、
よ
り
適
し
た
素
牛
の
導
入
と
飼
養
管
理
の
実
施
が
必
要
だ
。
今

回
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
導
入
に
活
か
し
て
い
る
生
産
者
を
紹
介
す
る
。

肥
育
デ
ー
タ
を
分
析
し

Ｖ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
認
、

素
牛
導
入
に
活
用
す
る
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（渡辺大作氏データより）

肉牛
図1：理想とされる血液中ビタミンＡの推移（黒毛和種去勢牛）

1

理想とされる VA の推移を
追求し、導入先に合わせた
飼養管理体系の改善が進行
している

図2：農場の出荷成績の比較（平成21年1〜３月期と平成21年４〜10月期）

枝肉重量は雌で増加
し、ＢＭＳ№、バラ
の厚さ、ロース芯面
積は去勢、雌とも増
加。肉質だけでなく、
枝肉歩留も上昇して
いる
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平成21年1月から10月に出荷した雌牛について、18 〜19 ヵ月齢
で採血した59頭の血液成分と肉質等級の関係をみると、4等級以
上率は83％であった。それらの VA は30 〜 40IU／dl と渡辺大
作＊氏の目標値に当てはまっていた。また、総コレステロール値は

210mg／dl 前後と良好な値であった。2、3等級では VA 目標値
を上回っており十分に低下していない。また、2等級では総コレス
テロールが低いことから飼料摂取量が少ないことが考えられた。
＊北里大学獣医学部准教授


